
 

                                       

                                       

                 

「
三
・
一
一
」
を 

 
 

乗
り
越
え
て
、 

 
 

田
村
会
長
あ
い
さ
つ 

 

三
陸
の
被
害
は
目
を
覆

う
ば
か
り
の
大
被
害
で
あ

り
、
私
た
ち
の
仲
間
か
ら
死

者
一
人
、
行
方
不
明
者
五
人

の
犠
牲
を
出
し
ま
し
た
。
家

族
、
知
人
、
友
人
を
失
い
、

家
や
生
活
手
段
を
失
っ
た

会
員
は
数
十
人
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
私
た
ち
は

「
三
・
一
一
」
を
乗
り
越
え

て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
六
カ
所
再
処
理
工

場
の
放
射
能
か
ら
三
陸
の

海
を
守
る
運
動
を
、
福
島
原

発
震
災
を
教
訓
に
、
更
に
強

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
陸
に
住
む
人
々
の
命
と

健
康
、
漁
業
を
守
る
た
め
に

運
動
を
再
開
し
ま
し
ょ
う
。 

 

被
災
者
救
援 

 
 
 

互
助
活
動
に
奮
闘 

菅
野
事
務
局
長
報
告 

 

経
過
報
告
で
は
自
治
体

議
員
、
国
会
議
員
へ
の
要
請

活
動
を
進
め
、
学
習
会
（
崎

山
、
山
田
地
区
な
ど
）
を
行

い
、
さ
ら
に
、
わ
か
め
、
海

水
の
放
射
能
測
定
サ
ン
プ

ル
を
採
種
し
依
頼
（
京
都
大

学
）
し
た
こ
と
、
ま
た
、「
三

陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守

ろ
う
」
の
立
て
看
板
設
置

（
田
老
町
、
山
田
町
）
、
創

立
五
周
年
記
念
懇
親
会
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
月
一
一
日
大
震
災
以

降
で
は
、
会
員
挙
げ
て
家
屋

な
ど
の
後
片
付
け
、
救
援
物

資
受
け
入
れ
配
布
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
案
内
な
ど
に

奮
闘
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
救
援
物
資

と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
「
太
陽

光
発
電
」
設
備
工
事
（
二
ヶ

所
）
に
立
ち
あ
っ
た
こ
と
や
、

山
田
湾
沿
い
に
設
置
し
た

「
立
て
看
板
」
が
大
津
波
に

さ
ら
わ
れ
た
が
、
松
林
の
枝

に
引
っ
か
か
っ
て
奇
跡
的

に
回
収
出
来
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

「
放
射
能
で
海
を
汚
す
な

法
案
」
請
願
、
更
に
推
進 

事
業
計
画
案 

 

本
年
度
の
事
業
計
画
と

し
て
、
「
放
射
能
海
洋
放
出

規
制
法
」
の
市
町
村
議
会
請

願
に
つ
い
て
、
残
る
盛
岡
市
、

釜
石
市
で
の
可
決
を
め
ざ

し
、
さ
ら
に
放
射
能
監
視
活

動
の
推
進
、
講
演
会
の
企
画

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

海
を
守
る
た
め 

「
原
発
・
核
燃
反
対
」
へ 

 
 
 

 

討
議
で
は
、
未
だ
収
束
の

見
通
し
さ
え
立
た
な
い
福

島
原
発
事
故
が
海
を
放
射

能
で
汚
染
し
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
会
の
「
海
を
守
る
」
と

い
う
運
動
は
、
人
類
と
共
存

出
来
な
い
原
発
や
核
施
設

反
対
の
運
動
と
し
て
一
層

強
力
に
進
め
ら
れ
る
べ
き

と
話
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

原
発
推
進
見
直
し
と 

 
 

核
燃
再
処
理
中
止
を

【
総
会
決
議
】 

 

大
津
波
災
害
に
追
い
打

ち
を
か
け
た
福
島
原
発
震

災
の
悲
惨
な
実
態
は
、
私
た

ち
の
要
請
に
耳
を
貸
さ
な

か
っ
た
政
府
、
事
業
者
の
誤

り
を
明
ら
か
に
し
た
。
政
府

は
直
ち
に
原
発
推
進
政
策

を
見
直
し
、
同
時
に
核
燃
再

処
理
事
業
を
直
ち
に
中
止

す
る
べ
き
で
あ
る
。
福
島
の

放
射
能
汚
染
は
三
陸
沿
岸

の
漁
業
、
海
産
物
を
危
う
く

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１1（平成２3）年      
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私
た
ち
「
岩
手
の
会
」
と
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
「
豊
か
な
三
陸
の

海
を
守
る
会
」（
田
村
剛
一
会
長
・
会
員
一
二
二
人
）
が
七
月
十
日
（
日
）

宮
古
市
の
シ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
地
震
大
津
波
は
、
漁
船
や
漁
業
施
設
ば
か
り
か
市
街
地
に
ま

で
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
六
人
の
会
員
を
奪
い
、
未
だ
に
二
十
人
の

会
員
が
仮
住
ま
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
苦
し
い

状
況
の
も
と
、
総
会
で
は
、
冒
頭
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
、
豊
か
な
海

を
守
り
、
三
陸
の
復
興
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 



岩
間
滋
さ
ん
を
囲
む 

 
 

学
習
会
（
無
料
） 

 

七
月
二
九
日
（
金
） 

 

六
時 

専
立
寺
に
て 

（
盛
岡
市
名
須
川
町
） 

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
、 

救
援
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
） 

 

七
月
二
六
日
（
火
） 

 
 
 

十
四
時
開
演 

 

気
仙
沼 

ホ
テ
ル
観
洋 

 
 
 

サ
ン
ラ
イ
ズ
に
て 

す
る
。
私
た
ち
は
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
運
動

を
継
続
す
る
覚
悟
で
あ
り
、

政
府
や
原
子
力
関
連
企
業

に
対
し
て
、
汚
染
防
止
の
た

め
の
速
や
か
な
再
処
理
事

業
中
止
の
決
断
を
求
め
る
。 

＊
救
援
募
金
、
贈
呈
さ
る 

 

「
地
域
の
情
報
を
語
る
会
」 

と
い
う
函
館
に
事
務
局
を
置 

く
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
三
陸 

の
被
災
者
救
援
の
募
金
が
送

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
同
会
会 

     
 

 

総
会
に
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
「
岩
手
の
会
」
世
話
人 

                 

報
に
は
「
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
か
ら
三
陸
の
海
を
守
る
運

動
」
に
つ
い
て
岩
手
か
ら
の

報
告
記
事
が
連
載
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
募
金
を
会
員
に
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
相
当
額
が

集
ま
り
「
岩
手
の
会
」
に
送

金
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」「
放

射
能
か
ら
気
仙
の
浜
辺
を
守

る
鱈
の
会
」「
三
陸
の
海
を
放

射
能
か
ら
守
る
気
仙
沼
の

会
」
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

      

の
永
田
文
夫
さ
ん
は
、
福
島 

原
発
震
災
発
生
後
の
岩
手
の 

                  

                  

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
発
表

ま
し
た
。 

 
永
田
さ
ん
は
特
に
岩
手
県

南
磐
井
地
区
の
数
値
が
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。 

 

例
え
ば
磐
井
地
区
小
学
校

四
二
校
の
地
上
１
㍍
の
平
均

値
の
０
・
２
３
μ
シ
ー
ベ
ル

ト
／
時
は
、
一
年
（
八
七
六

〇
時
間
）
間
、
こ
の
ま
ま
持

続
す
れ
ば
２
・
０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
と
な
り
、
一
般
人
の

年
間
法
定
許
容
量
の
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
越
え
て
し
ま

い
ま
す
。 

  

岩
手
県
内
の
詳
し
い
数
値
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
再
処
理
／
岩

手
の
環
境
」
に
掲
載
。 

                

定
年
退
職
ま
で
山
田
や
宮
古

で
中
学
の
理
科
教
師
を
つ
と
め
、

現
在
で
も
「
わ
か
り
や
す
い
理

科
教
育
」
の
実
践
を
行
っ
て
い

る
岩
間
滋
さ
ん
が
総
会
の
後
半

に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
原
発
の
絶
対
安
全
」
は 

 

証
明
出
来
な
い 

 

電
力
会
社
は
原
発
は
「
五

重
の
安
全
障
壁
で
守
ら
れ
て 

い
る
か
ら
絶
対
安
全
」
と
言 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

          

     

っ
て
来
た
が
、「
核
燃
料
ペ
レ

ッ
ト
」
も
「
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

サ
ヤ
管
」
も
「
圧
力
容
器
」

も
「
格
納
容
器
」
も
、
そ
し

て
最
後
の
「
建
屋
」
も
破
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。 

崩
壊
熱
の
す
さ
ま
じ
さ 

 

原
発
が
運
転
停
止
し
て
も
、

中
の
死
の
灰
は
、
強
い
放
射

線
を
出
し
続
け
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
熱
に
変
わ
る
。
こ
れ

を
「
崩
壊
熱
」
と
言
い
、
停

止
直
後
は
５
０
０
ワ
ッ
ト
電

気
コ
タ
ツ
二
四
万
個
分
（
第

二
，
三
号
炉
の
場
合
。
第
一

号
炉
は
一
四
万
個
分
）
あ
る
。

消
防
ポ
ン
プ
く
ら
い
で
は
焼

け
石
に
水
。
だ
か
ら
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
た
。
五
〇
年
経
っ

て
も
二
、
三
号
炉
の
中
に
は
、

コ
タ
ツ
千
個
分
（
一
号
炉
は

約
六
〇
〇
個
分
）
の
崩
壊
熱

が
あ
る
。
こ
ん
な
も
の
が
日

本
中
か
ら
集
め
ら
れ
る
の
が

再
処
理
工
場
。 

一
〜
四
号
機
で
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
一
〇
倍
の
核
燃
料
。 

 

福
島
原
発
の
炉
心
の
核
燃

料
と
プ
ー
ル
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
使
用
済
み
核
燃
料
の
総

量
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
約

一
〇
倍
。
ど
れ
か
一
つ
の
圧

力
容
器
が
爆
発
し
、
死
の
灰

が
ま
き
散
ら
さ
れ
、
誰
も
近

づ
け
な
く
な
り
、
何
も
出
来

ず
他
の
炉
も
次
々
に
爆
発
す

る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
そ
う

す
れ
ば
首
都
圏
全
員
避
難
。 

浜
岡
の
次
は 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場 

 

原
発
の
大
事
故
は
今
回
の

福
島
ま
で
、
公
表
さ
れ
て
い

る
も
の
で
三
度
目
。
再
処
理

工
場
の
爆
発
事
故
は
世
界
で

二
六
回
（
＊
１
）
あ
っ
た
と
言

う
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
は
再

処
理
事
故
の
場
合
、
風
向
き

に
よ
っ
て
は
「
八
〇
〇
㌔
ま

で
避
難
」（
＊
２
）

と
し
て
い

る
。
再
処
理
工
場
事
故
は
原

発
事
故
の
何
倍
も
の
「
危
険

度
」
「
汚
染
範
囲
」
な
の
に
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
知
ら
な
い
。

も
っ
と
知
ら
せ
る
手
立
て
が

必
要
で
あ
る
。 

（
＊
１
）
独
立
行
政
法
人
「
原
子 

力
安
全
基
盤
機
構
」
の
報
告
書
（
二

〇
〇
七
年
三
月
）
に
よ
る
。 

（
＊
２
）
ノ
ル
ウ
エ
ー
政
府
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
） 

     
 

 

永
田
文
夫
さ
ん 

岩教組と永田合同調査  空間線量率  (測定日） 
   磐井地区小学校  ４２校 

   地上 １ｍ  0.077-0.56μSv／時 (5/14-15） 

平均 0.23μSv／時         

  胆沢江刺地区小学校 ７校 

       地上  １ｍ  0.77-0.268μSv／時 (5/22） 

平均 0.13μSv／時    

 ------------------------------------------------ 

  気仙地区公的機関 ７カ所の平均  

     地上 １ｍ 約 0.11μSv／時  (6/1） 

 宮城県栗原市の小学校 ２９校の平均値 

   地上 １ｍ 0.18μSv／時  (6/19-10) 

  宮城県丸森町周辺の学校保育園 17校平均  

   地上 １ｍ 0.88μSv／時  (5/3) 

 

岩手県調査 
    空間線量率 ６月６日 

一関市合同庁舎  

 地上５０ｃｍ 0.21μSv／h 

 地上 １ｍ   0.19μSv／h 

盛岡市環境保健研究センター  

 地上５０ｃｍ 0.06μSv／h 

 地上 １ｍ   0.05μSv／h 

   ＊盛岡は平常値 


